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●「はしゐ」は「端居」、家の端近くに出て過ごしていること。夏、風通しの良い縁側など

に出て涼を取っている風景で夏の季語です。最近は縁側のある家はほとんど見かけなくなっ

たので実感のない言葉ですが、ここに子供とスイカ、大人にビールがあれば昭和の夏です。

●上記の和歌は「方丈記」の作者鴨長明のものです。初秋の縁側でしょうか、夕方空気が冷

えて露が葉に降りてきます。そこにさざ浪のように風に揺られて露に映るともなく映る夕月。

「露」は秋の季語ですが和歌なので関係ないのでしょう。初秋の縁側に出て露に映る夕月を

愛でる姿は風流です。「露」がつく二十四節気には、秋分をはさんで白露と寒露があります。

残暑が収まり、朝晩が涼しくなってできるのが白露、冷え込みが一層増す頃が寒露です。

●立秋は過ぎましたが、まだ夏は終わりそうもありません。最近の季節の移ろいはデジタル

になっているようで、さざ浪のように寄せては返す季節の変化ではなく、つかの間の秋をは

さんで、唐突に冬になるという印象が近年です。「四季」の言葉はいつまで残るでしょうか。

●昭和世代の私には縁側や夕涼みの記憶はありますが「はしい」の言葉は知りませんでした。

経験のない体験はいずれ言葉としての役割を終えて消えていくのでしょう。消えていった言

葉は古語となり書物に残されるだけですが、私たちは日本人がどのように自然と親しみ社会

を形成してきたかをその書物で知ることが出来ます。日本人の歴史が言葉に刻まれているの

です。これらを知り守っていきたいと思うことが、伝統を継ぐ真の保守なのでしょう。さて

声高に”美しい日本“と扇動し、保守を僭称する人たちは果たして何を保守したいのでしょう。
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狂言綺語…鎮魂の八月
鎮魂の季節、八月が終わろうとしています。夏休みの期間で海も山も行楽で賑わい休暇で心身をリフレッ

シュする季節だと一般的には思われるでしょうが、私は１年でいちばん鎮魂にふさわしい季節が八月だと考
えます。世界で唯一原子爆弾が人を殺戮するために投下された八月、ポツダム宣言を受諾し敗戦を認めた八
月、多くの戦争の犠牲者の上に今の私たちの生があることを私たちにあらためて知らしめてくれる八月です。
先祖の魂をお迎えして生者と死者が語らうお盆、各地で行われる様々な夏祭りや盆踊り花火や精霊流しは、
春や秋の祭りが収穫を神様に感謝し祈願するためのものと違って、いずれも死者を鎮魂するための祭祀です。
八月は死者と生者がまみえ、死者の願いを生者が受け取り、その願いとともにこれからの生を如何に生き

るかを改めて自らに問いかける季節です。私たち生者がこれからの生をどのように歩み続けて行くかの導き
とエネルギーを死者から頂く時です。生者が死者から生きる力を受け取る夏を生者再生の時と私が考える八
月は、形は変われども夏休みという形で日頃の生活や社会との関係を小休止して、家族や親族、他者との関
係を様々な祭祀や再会を通して再構築して行くための貴重な季節ではないでしょうか、暑さで活動能力が減
衰するから休むのではなく、九月からの活動の季節に向けて、心身とも再充電する八月と考えれば、暑い暑
いと言ってクーラーの効いた部屋で昼寝をするのも充電です。休息があって初めて活動が可能になるのです。
以前書いた「夏安居（僧侶の夏籠り、夏休み）」を、わたしが如何に過ごしたかで秋からの信行の真価が分
かるのでしょう。鎮魂は私たち生者が生を繋ぎ続けるために必要な、私たちのための行いでもあるのです。
鎮魂の原義は魂を落ち着かせ鎮めることにあります。肉体から遊離しようとする魂や、肉体から遊離した

魂を肉体に鎮めることです。肉体の生死の有無にかかわらず、魂（心、精神）が本来あるべき姿から離れて
しまっている状態を元に戻すことが鎮魂の本来的な意味だと思われます。霊魂が何らかの原因で怨霊となり
祟ることや、魂の不調が病気を引き起こすなど、魂の錯乱が引き起こす災厄、自然災害、肉体の不調などを
鎮魂によって元の状態に戻すことが原義と考えます。時代とともにその意味は変化し、不慮の死や恨みを飲
んでの死、望まない死による魂を含めて、死によって肉体から分離した全ての魂を鎮めることが、今私たち
が受け取る鎮魂の意味となっています。本来的な鎮魂から今では慰霊の意味と同義で使われているようです。
慰霊や鎮魂という行為を、私は霊魂を慰め、鎮魂の祈りを通じて永遠のいのちを受け取り次に繋げる行い

と考えます。それはある特定の宗教的動機から行われるものではなく、人が生き物として生命を繋ぎ続けて
行くことの根底にある精神（霊魂）の営みだと考えます。これはあらゆる宗教教義を超えて人間のいのちの
根源にあるもの、人が人として行き続けていくための精神の本能ではないでしょうか。鎮魂は宗教的動機や
儀式には馴染まないものと考えます。もし宗教的動機によって鎮魂する対象を選別したならば、それは精神
本能からの祈りではなくなってしまうでしょう。鎮魂の祈りは神や仏への祈りではなく、そのいのち（精
神）を引き継ぐ者同士に交わされる祈りだと私は考えたいと思います。肉体の本能があれば精神の本能も
あって当たり前です。神や仏などの人為が作り出した精神の支えの前に、命を繋げる生物の営みは肉体と精
神の本能の両輪に支えられていると観ることによって、宗教同士の宥和や共存も観えてくるかも知れません。
ところでお釈迦様は霊魂の存在を語っていません。残された言葉から類推すると、あるかないか分からな

いものを議論してもそれは苦からの解放には役に立たないから語らなかったようです。仏教の原理から観れ
ば諸法無我ですから、私に属する固定的な霊魂は存在しません。宗教は本来死後の世界について語ることで
現世を如何に生きるかを説くことにあると思われます。お釈迦様は死後の世界を語ったかどうかについての
断定はできませんが、苦からの解放で輪廻の輪を断ち切ることがお釈迦様の教えです。諸法無我と合わせて
考えると死後の世界はあっても特定の私（魂）の世界ではなく、無我の魂の輪廻になるはずです。無我であ
る魂に特定の宗教の教えや祈りが必要であるわけはありません。この考えは精神の本能から鎮魂の祈りが捧
げられることに矛盾する考えではないでしょう。八月に行われる施餓鬼の法要は全ての生きとし生けるもの
の鎮魂のための祈りだと私は考え行っています。仏教者のための特定の祈りと考える必要は全くないのです。
鎮魂の季節八月にも関わらず、この季節にふさわしくない身勝手な行動をする人の姿に憤りと哀しみを覚

えます。侵略戦争、宗教戦争と言う言葉で括ってしまうと当事者からは反論が出るでしょうが、どのような
言葉で取り繕っても、ロシアもイスラエルもそれを援助や黙認する国も、理屈で戦争が正当化されると信じ
ているのならば、どのような言葉を弄しても鎮魂と祈りの言葉は無きに等しいものです。生きとし生けるも
ののいのちを鎮魂し、そのいのちをつなぎ続けることを願い祈り行うことをわたしは宗教と呼びます。鎮魂
と祈りの行い無き行為を宗教と認めることは私には出来ません。宗教を装った政治に鎮魂の祈りが利用され
てしまっては、それは精神再生に対する破壊行為です。ましてや死者の魂の慰霊にも鎮魂にもならないはず
です。非科学的と思われるかも知れませんが、慰霊も鎮魂もされなかった魂は怨霊となって精神本能から発
露された祈りでない見せかけの鎮魂の儀式を行うものたちに祟りをなすかも知れません。何らかの社会不安
や災害が同時期に起これば、そして怨霊の仕業だと語れば、平安時代の迷信と笑い飛ばされるだけです。た
だその考え方は私たちの精神本能にじわじわと染み渡り、私たちの社会や生活を不安定にしていくこともあ
るかもしれません。本能は理屈では制御できないものです。日本の八月も見せかけの鎮魂と慰霊が行われて
いないとは限りません。戦争の犠牲者の慰霊に関わる為政者の言動や他国の反応を観るにつけ、私たちの精
神本能もじわじわと蝕まれ、いずれ怨霊の跋扈するときが来るかも知れないとの不安は拭いきれないのです。


